
(57)【要約】

【課題】　作業上の負担を低減するとともに搭載性を向

上することのできる平面積層型燃料電池を提供する。

【解決手段】　膜電極構造体３の電極８，９に対して反

応ガスを供給する反応ガス通路１０，１１を形成する導

電性のセパレータを、前記燃料極用の反応ガス通路と前

記酸化剤極用の反応ガス通路とが設けられた第１のセパ

レータ４と、いずれか一方の反応ガス通路のみが設けら

れた第２のセパレータ５とで構成し、前記第１のセパレ

ータ４，４同士を、互いに異なる反応ガス通路が対向す

るようにして前記膜電極構造体３を挟み込んで配置する

とともに、第１のセパレータ４の一方のみが配置される

膜電極構造体３に、第２のセパレータ５をその反応ガス

通路が第１のセパレータ４の反応ガス通路に対向するよ

うに配置してなるユニットを構成した。

【選択図】　　図１

JP 2004-319455 A 2004.11.11



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 解 質 膜 を 燃 料 極 と 酸 化 剤 極 と で 挟 ん で 形 成 し た 膜 電 極 構 造 体 を 備 え た 燃 料 電 池 セ ル を
平 面 状 に 並 列 さ せ て な る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 に お い て 、
　 前 記 膜 電 極 構 造 体 の 電 極 に 対 し て 反 応 ガ ス を 供 給 す る 反 応 ガ ス 通 路 を 形 成 す る 導 電 性 の
セ パ レ ー タ を 、 前 記 燃 料 極 用 の 反 応 ガ ス 通 路 と 前 記 酸 化 剤 極 用 の 反 応 ガ ス 通 路 と が 一 面 に
設 け ら れ た 第 １ の セ パ レ ー タ と 、 い ず れ か 一 方 の 反 応 ガ ス 通 路 の み が 設 け ら れ た 第 ２ の セ
パ レ ー タ と で 構 成 し 、
　 ２ つ の 第 １ の セ パ レ ー タ を 、 互 い に 異 な る 反 応 ガ ス 通 路 が 対 向 す る よ う に し て 前 記 膜 電
極 構 造 体 を 挟 み 込 ん で 配 置 す る と と も に 、 第 １ の セ パ レ ー タ が 片 面 の み に 配 置 さ れ る 膜 電
極 構 造 体 の 他 方 の 面 に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ を 互 い の 反 応 ガ ス 通 路 が 対 向 す る よ う に 配 置 し
て 、 ユ ニ ッ ト を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ユ ニ ッ ト を 厚 さ 方 向 に 積 層 し て 、 積 層 方 向 に 隣 合 う ユ ニ ッ ト の 第 ２ の セ パ レ ー タ 同
士 を 電 気 的 に 接 続 さ せ る と と も に 、 該 隣 合 う ユ ニ ッ ト の 第 １ の セ パ レ ー タ 間 に 絶 縁 板 を 介
装 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 隣 合 う ユ ニ ッ ト 間 の 第 ２ の セ パ レ ー タ 同 士 を タ ー ミ ナ ル を 介 し て 電 気 的 に 接 続 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
　 電 解 質 膜 を 燃 料 極 と 酸 化 剤 極 と で 挟 ん で 形 成 し た 膜 電 極 構 造 体 を 平 面 状 に 並 列 さ せ て 、
　 複 数 の 反 応 ガ ス 通 路 を 備 え た 複 数 の 第 １ の セ パ レ ー タ を 互 い に 異 な る 反 応 ガ ス 通 路 を 対
向 さ せ て 各 膜 電 極 構 造 体 の 両 面 に 配 置 す る と と も に 、
　 片 面 の み に 第 １ の セ パ レ ー タ が 配 置 さ れ た 膜 電 極 構 造 体 の 他 方 の 面 に 、 単 一 の 反 応 ガ ス
通 路 を 備 え た 第 ２ の セ パ レ ー タ を 対 向 さ せ て 配 置 し て な る ユ ニ ッ ト を 複 数 設 け 、
　 各 ユ ニ ッ ト の 第 １ の セ パ レ ー タ 同 士 と 第 ２ の セ パ レ ー タ 同 士 を 対 向 さ せ 、 第 １ の セ パ レ
ー タ 間 に は 絶 縁 板 を 介 装 す る と と も に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ 間 に は タ ー ミ ナ ル を 介 装 し て 、
積 層 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 解 質 膜 を 燃 料 極 と 酸 化 剤 極 と で 挟 ん で 形 成 し た 膜 電 極 構 造 体 を 備 え た 燃 料
電 池 セ ル を 平 面 状 に 並 列 さ せ て な る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 燃 料 電 池 と し て 、 電 解 質 膜 を 燃 料 極 と 酸 化 剤 極 と で 挟 ん で 形 成 し た 膜 電 極 構 造 体
を 、 一 対 の セ パ レ ー タ で 挟 持 し て 燃 料 電 池 セ ル を 構 成 し 、 こ の 燃 料 電 池 セ ル を 複 数 積 層 さ
せ た 構 造 の も の が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。 た だ し 、 こ の 構 造 の 燃 料 電 池 で は 、 出 力 を 高 め
る た め に 燃 料 電 池 セ ル の 積 層 数 を 増 や す と 、 そ の 分 燃 料 電 池 の 積 層 寸 法 が 増 大 す る た め 、
車 高 に 制 限 の あ る 車 両 に 搭 載 す る 場 合 等 に は 適 さ な い 。 ま た 、 こ の 構 造 の 燃 料 電 池 で は 、
一 つ の 燃 料 電 池 セ ル で 発 電 不 良 が 発 生 す る と 、 各 々 の 燃 料 電 池 セ ル が 電 気 的 に 直 列 に 接 続
さ れ て い る た め 、 積 層 さ れ た 燃 料 電 池 全 体 に 影 響 が 及 び 、 発 電 出 力 が 大 幅 に 低 下 し て し ま
う 。 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る も の と し て 、 膜 電 極 構 造 体 を 備 え た 燃 料 電 池 セ ル を 平 面
状 に 並 列 さ せ る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 、 電 解 質 膜 を 挟 ん で 酸 化 剤 極 と 燃 料 極 を 対 峙 さ せ た 複 数 個 の 燃 料
電 池 セ ル を 、 同 じ 面 に 並 ぶ よ う に 平 面 に 並 べ 、 互 い に 隣 接 す る 一 方 の 燃 料 電 池 セ ル の 燃 料
極 の 背 面 と 他 方 の 燃 料 電 池 セ ル の 酸 化 剤 極 の 背 面 と を 導 電 性 の Ｚ 字 状 接 続 板 で 電 気 的 に 接
続 す る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ６ ８ ５ ５ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 技 術 に お い て は 、 前 記 導 電 性 の Ｚ 字 状 接 続 板 の 作 製 や こ の 接 続 板
の 組 み 込 み に 手 間 が か か っ て 作 業 上 の 負 担 が 大 き く 、 ま た 該 接 続 板 周 辺 の 剛 性 を 充 分 に 確
保 し な い と 車 両 等 に 搭 載 し た 場 合 に 位 置 ず れ を 起 こ し て し ま う こ と か ら 、 搭 載 性 の 面 で 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 作 業 上 の 負 担 を 低 減 す る と と
も に 搭 載 性 を 向 上 す る こ と の で き る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 電 解 質 膜 （ 例 え ば 、 実 施
の 形 態 に お け る 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 ７ ） を 燃 料 極 （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る ア ノ ー ド
電 極 ８ ） と 酸 化 剤 極 （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る カ ソ ー ド 電 極 ９ ） と で 挟 ん で 形 成 し た
膜 電 極 構 造 体 （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る 膜 電 極 構 造 体 ３ ） を 備 え た 燃 料 電 池 セ ル （ 例
え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る 燃 料 電 池 セ ル ２ ） を 平 面 状 に 並 列 さ せ て な る 平 面 積 層 型 燃 料 電
池 （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 １ ） に お い て 、 前 記 膜 電 極 構 造 体 の
電 極 に 対 し て 反 応 ガ ス を 供 給 す る 反 応 ガ ス 通 路 を 形 成 す る 導 電 性 の セ パ レ ー タ を 、 前 記 燃
料 極 用 の 反 応 ガ ス 通 路 と 前 記 酸 化 剤 極 用 の 反 応 ガ ス 通 路 と が 一 面 に 設 け ら れ た 第 １ の セ パ
レ ー タ （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ の セ パ レ ー タ ４ ） と 、 い ず れ か 一 方 の 反 応 ガ ス
通 路 の み が 設 け ら れ た 第 ２ の セ パ レ ー タ （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る 第 ２ の セ パ レ ー タ
５ ） と で 構 成 し 、 ２ つ の 第 １ の セ パ レ ー タ を 、 互 い に 異 な る 反 応 ガ ス 通 路 が 対 向 す る よ う
に し て 前 記 膜 電 極 構 造 体 を 挟 み 込 ん で 配 置 す る と と も に 、 第 １ の セ パ レ ー タ が 片 面 の み に
配 置 さ れ る 膜 電 極 構 造 体 の 他 方 の 面 に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ を 互 い の 反 応 ガ ス 通 路 が 対 向 す
る よ う に 配 置 し て 、 ユ ニ ッ ト を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 第 １ の セ パ レ ー タ に 形 成 さ れ た 反 応 ガ ス 通 路 の そ れ ぞ れ が 、 互
い に 隣 合 う 膜 電 極 構 造 体 に 対 向 し て 配 設 さ れ て お り 、 前 記 第 １ の セ パ レ ー タ が 互 い に 隣 合
う 燃 料 電 池 セ ル の 共 通 の 構 成 要 素 と な る の で 、 該 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル 同 士 を 前 記 第 １ の セ
パ レ ー タ に よ り 電 気 的 に 接 続 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 燃 料 電 池 セ ル 同 士 を 接 続 す る
た め の 特 別 な 部 材 が 不 要 と な り 作 業 上 の 負 担 を 低 減 で き る と と も に 、 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル
同 士 の 接 続 箇 所 に 十 分 な 剛 性 を 確 保 さ せ る こ と が で き 、 搭 載 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。 ま た 、 前 記 第 １ の セ パ レ ー タ の そ れ ぞ れ の 反 応 ガ ス 通 路 に は 互 い に 異 な る 反 応 ガ ス が 流
通 す る こ と か ら 、 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル を 直 列 接 続 す る こ と が で き 、 厚 さ 寸 法 を 単 一 の 燃 料
電 池 セ ル 程 度 に 抑 え つ つ 、 燃 料 電 池 セ ル を 積 層 し た 場 合 と 同 様 な 高 い 出 力 電 圧 や 出 力 電 力
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の も の で あ っ て 、 前 記 ユ ニ ッ ト を 厚 さ
方 向 に 積 層 し て 、 積 層 方 向 に 隣 合 う ユ ニ ッ ト の 第 ２ の セ パ レ ー タ 同 士 を 電 気 的 に 接 続 さ せ
る と と も に 、 該 隣 合 う ユ ニ ッ ト の 第 １ の セ パ レ ー タ 間 に 絶 縁 板 （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お
け る 絶 縁 板 ６ ） を 介 装 し て な る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 積 層 方 向 に 隣 合 う ユ ニ ッ ト の 第 １ の セ パ レ ー タ 間 に 介 装 さ れ た 絶 縁
板 に よ り 短 絡 を 防 止 で き る と と も に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ 同 士 を 電 気 的 に 接 続 す る こ と で 、
各 ユ ニ ッ ト で 得 ら れ る 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 積 層 数 分 だ け 倍 加 さ せ る こ と が で き 、 積 層 寸
法 を 抑 え つ つ 、 高 い 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の も の で あ っ て 、 前 記 隣 合 う ユ ニ ッ ト
間 の 第 ２ の セ パ レ ー タ 同 士 を タ ー ミ ナ ル （ 例 え ば 、 実 施 の 形 態 に お け る タ ー ミ ナ ル １ ４ ）
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を 介 し て 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 各 ユ ニ ッ ト を 配 置 位 置 に 関 係 な く 同 一 形 状 に 作 製 す る こ と が で き る
の で 、 搭 載 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 電 解 質 膜 を 燃 料 極 と 酸 化 剤 極 と で 挟 ん で 形 成 し た 膜 電
極 構 造 体 を 平 面 状 に 並 列 さ せ て 、 複 数 の 反 応 ガ ス 通 路 を 備 え た 複 数 の 第 １ の セ パ レ ー タ を
互 い に 異 な る 反 応 ガ ス 通 路 を 対 向 さ せ て 各 膜 電 極 構 造 体 の 両 面 に 配 置 す る と と も に 、 片 面
の み に 第 １ の セ パ レ ー タ が 配 置 さ れ た 膜 電 極 構 造 体 の 他 方 の 面 に 、 単 一 の 反 応 ガ ス 通 路 を
備 え た 第 ２ の セ パ レ ー タ を 対 向 さ せ て 配 置 し て な る ユ ニ ッ ト を 複 数 設 け 、 各 ユ ニ ッ ト の 第
１ の セ パ レ ー タ 同 士 と 第 ２ の セ パ レ ー タ 同 士 を 対 向 さ せ 、 第 １ の セ パ レ ー タ 間 に は 絶 縁 板
を 介 装 す る と と も に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ 間 に は タ ー ミ ナ ル を 介 装 し て 、 積 層 配 置 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 電 池 セ ル 同 士 を 接 続 す る た め に 特 別 な 部 材 が 不 要 で あ り 、 隣 合
う 燃 料 電 池 セ ル 同 士 の 接 続 箇 所 に 十 分 な 剛 性 を 確 保 さ せ た 同 一 形 状 の ユ ニ ッ ト 同 士 を 、 絶
縁 板 に よ り 短 絡 を 防 止 し つ つ 、 タ ー ミ ナ ル を 介 し て 電 気 的 に 接 続 す る の で 、 各 ユ ニ ッ ト で
得 ら れ る 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 積 層 数 分 だ け 倍 加 さ せ る こ と が で き 、 積 層 寸 法 を 抑 え つ つ
、 高 い 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 電 池 セ ル 同 士 を 接 続 す る た
め に 特 別 な 部 材 が 不 要 と な り 作 業 上 の 負 担 を 低 減 で き る と と も に 、 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル 同
士 の 接 続 箇 所 に 十 分 な 剛 性 を 確 保 さ せ る こ と が で き 、 搭 載 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 前 記 第 １ の セ パ レ ー タ の そ れ ぞ れ の 反 応 ガ ス 通 路 に は 互 い に 異 な る 反 応 ガ ス が 流 通
す る こ と か ら 、 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル を 直 列 接 続 す る こ と が で き 、 厚 さ 寸 法 を 単 一 の 燃 料 電
池 セ ル 程 度 に 抑 え つ つ 、 燃 料 電 池 セ ル を 積 層 し た 場 合 と 同 様 な 高 い 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 各 ユ ニ ッ ト で 得 ら れ る 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 積
層 数 分 だ け 倍 加 さ せ る こ と が で き 、 積 層 寸 法 を 抑 え つ つ 、 高 い 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 得 る
こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 各 ユ ニ ッ ト を 配 置 位 置 に 関 係 な く 同 一 形 状 に 作
製 す る こ と が で き る の で 、 搭 載 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 作 業 上 の 負 担 を 低 減 で き る と と も に 搭 載 性 を 向
上 で き 、 各 ユ ニ ッ ト で 得 ら れ る 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 積 層 数 分 だ け 倍 加 さ せ る こ と が で き
、 積 層 寸 法 を 抑 え つ つ 、 高 い 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 の 平 面 図 で あ る 。 図 ２ は 図 １ の 平
面 積 層 型 燃 料 電 池 の 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら に 示 し た よ う に 、 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 １ は 、 平
面 視 略 長 方 形 に 形 成 さ れ た 燃 料 電 池 セ ル ２ を 平 面 状 に 並 列 さ せ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 燃 料 電 池 セ ル ２ の 膜 電 極 構 造 体 ３ （ ３ Ａ ～ ３ Ｅ ） は 、 固 体 高 分 子 電 解 質 膜 （ 以 下 、 単
に 電 解 質 膜 と い う 。 ） ７ を ア ノ ー ド 電 極 ８ お よ び カ ソ ー ド 電 極 ９ と で 挟 ん で 形 成 さ れ て い
る 。 電 解 質 膜 ７ は 、 例 え ば 、 ペ ル フ ル オ ロ ス ル ホ ン 酸 ポ リ マ ー で 構 成 さ れ て い る 。 ア ノ ー
ド 電 極 ８ お よ び カ ソ ー ド 電 極 ９ は 、 多 孔 質 カ ー ボ ン ク ロ ス ま た は 多 孔 質 カ ー ボ ン ペ ー パ ー
等 か ら な る ガ ス 拡 散 層 と 、 Ｐ ｔ を 主 体 と す る 合 金 か ら な る 触 媒 層 と を 備 え 、 触 媒 層 の 表 面
を 電 解 質 膜 ７ に 接 触 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 電 解 質 膜 ７ に は 、 前 記 電 極 ８ ， ９ が 配 設 さ れ る 部 位 の 両 外 側 に 、 複 数 の 連 通 孔 ２ １ ａ ～
２ １ ｆ が 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 連 通 孔 ２ １ ａ ～ ２ １ ｆ が 、 反 応 ガ ス （ 燃 料 ガ ス 、 酸 化 剤 ガ
ス ） や 冷 却 媒 体 の 供 給 口 、 排 出 口 と な る 。 こ れ に つ い て は 後 述 す る 。
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 各 膜 電 極 構 造 体 ３ は 、 互 い に 隣 合 う 電 極 ８ ， ９ の 向 き が 互 い に
異 な る よ う に 電 極 ８ ， ９ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 各 膜 電 極 構 造 体 ３ を 挟 持 す る 導 電 性 の セ パ レ ー タ は 、 異 な る 反 応 ガ ス の 通 路 １ ０
， １ １ を 備 え る 第 １ の セ パ レ ー タ ４ と 、 該 通 路 １ ０ ， １ １ の い ず れ か 一 方 の み を 備 え る 第
２ の セ パ レ ー タ ５ と で 構 成 さ れ て い る 。
　 前 記 セ パ レ ー タ ５ （ ５ Ａ 、 ５ Ｂ ） は 、 そ の 平 面 形 状 を 、 電 解 質 膜 ７ と 略 同 一 な 大 き さ の
長 方 形 に 形 成 さ れ て い る 。 セ パ レ ー タ ５ Ａ ， ５ Ｂ の 電 解 質 膜 ７ に 対 向 す る 面 に は 、 前 記 電
極 ８ 、 ９ に 対 応 す る 部 位 に 反 応 ガ ス 通 路 （ 燃 料 ガ ス 通 路 、 酸 化 剤 ガ ス 通 路 ） １ ０ ， １ １ が
そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 ア ノ ー ド 電 極 ８ に 対 向 す る ガ ス 通 路 １ ０ が 燃 料 ガ ス 通 路 １ ０ 、 カ ソ ー
ド 電 極 ９ に 対 向 す る ガ ス 通 路 １ １ が 酸 化 剤 ガ ス 通 路 １ １ と な る 。 ま た 、 セ パ レ ー タ ５ Ａ ，
５ Ｂ に は 、 前 記 電 解 質 膜 ７ の 連 通 孔 ２ １ ａ ～ ２ １ ｆ に 対 応 す る 部 位 に 、 連 通 孔 ２ ４ ａ ～ ２
４ ｆ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 セ パ レ ー タ ４ は 、 ２ つ の セ パ レ ー タ ５ 、 ５ を ガ ス 通 路 に 沿 う 方 向 に 所 定 間 隔 を 開
け て 配 列 し た も の と 同 等 な 大 き さ の 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 所 定 間 隔 は 互 い に 隣
合 う 膜 電 極 構 造 体 ３ が 配 置 さ れ る 間 隔 で あ る 。 ま た 、 セ パ レ ー タ ４ は 、 互 い に 隣 合 う 膜 電
極 構 造 体 ３ 、 ３ の 電 極 ８ ， ９ に 対 応 す る 部 位 に 、 そ れ ぞ れ 燃 料 ガ ス 通 路 １ ０ 、 酸 化 剤 ガ ス
通 路 １ １ が 形 成 さ れ 、 前 記 隣 合 う 膜 電 極 構 造 体 ３ ， ３ の 連 通 孔 ２ １ ａ ～ ２ １ ｆ 、 ２ １ ａ ～
２ １ ｆ に 対 応 す る 部 位 に 、 連 通 孔 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｆ 、 ２ ３ ａ ～ ２ ３ ｆ が 形 成 さ れ る 。 な お 、
セ パ レ ー タ ４ 、 ５ は 金 属 を 折 り 曲 げ 成 形 し て 形 成 し て も よ い し 、 カ ー ボ ン を 切 削 し て 形 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 形 成 し た 第 １ の セ パ レ ー タ ４ ， ４ 同 士 を 、 互 い に 異 な る 反 応 ガ ス 通 路 １ ０ 、
１ １ が 対 向 す る よ う に し て 前 記 膜 電 極 構 造 体 ３ を 挟 み 込 ん で 配 置 し て い く （ 図 １ の 矢 印 Ａ
、 Ｂ ） 。 ま た 、 第 １ の セ パ レ ー タ ４ が 片 面 の み に 配 置 さ れ る 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ 、 ３ Ｅ の 他
方 の 面 に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ ５ を 互 い の 反 応 ガ ス 通 路 １ ０ ， １ １ が 対 向 す る よ う に 配 置 し
て 、 ユ ニ ッ ト １ ２ を 構 成 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 燃 料 電 池 １ を 構 成 す る 燃 料 電 池 セ ル ２ の
始 端 お よ び 終 端 に 位 置 す る セ パ レ ー タ に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ ５ 、 ５ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に す る と 、 第 １ の セ パ レ ー タ ４ が 、 互 い に 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル ２ ， ２ の 共 通 の
構 成 要 素 と な る の で 、 該 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル ２ ， ２ 同 士 を 前 記 第 １ の セ パ レ ー タ ４ に よ り
電 気 的 に 接 続 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 燃 料 電 池 セ ル ２ ， ２ 同 士 を 接 続 す る た め の
特 別 な 部 材 が 不 要 と な り 作 業 上 の 負 担 を 低 減 で き る と と も に 、 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル ２ ， ２
同 士 の 接 続 箇 所 に 十 分 な 剛 性 を 確 保 さ せ る こ と が で き 、 搭 載 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 図 １ の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 に お け る 反 応 ガ ス の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 燃 料 ガ
ス １ ７ は 、 セ パ レ ー タ ５ Ｂ の 連 通 孔 ２ ４ ｄ か ら 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ の 連 通 孔 ２ １ ｄ 、 セ パ レ
ー タ ４ Ａ の 連 通 孔 ２ ２ ａ を 介 し て 、 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ の ア ノ ー ド 電 極 ８ に 対 向 す る 燃 料 ガ
ス 通 路 １ ０ に 供 給 さ れ 、 セ パ レ ー タ ４ Ａ の 連 通 孔 ２ ２ ａ か ら 連 通 孔 ２ ２ ｆ に 向 か っ て 流 れ
る 。 互 い に 隣 合 う 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ 、 ３ Ｂ は 、 ア ノ ー ド 電 極 ８ の 向 き が 互 い に 逆 に な っ て
お り 、 膜 電 極 構 造 体 ３ Ｂ の ア ノ ー ド 電 極 ８ は 上 向 き に な っ て い る 。 こ の た め 、 燃 料 ガ ス １
７ は 、 前 記 連 通 孔 ２ ２ ｆ か ら 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ の 連 通 孔 ２ １ ｃ 、 セ パ レ ー タ ５ Ｂ の 連 通 孔
２ ４ ｃ を 介 し て 、 隣 合 う セ パ レ ー タ ４ Ｂ の 連 通 孔 ２ ２ ａ か ら 、 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ の ア ノ ー
ド 電 極 ８ に 対 向 す る 燃 料 ガ ス 通 路 １ ０ に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に 、 燃 料 ガ ス １ ７ は 、 膜 電
極 構 造 体 ３ Ａ か ら ３ Ｅ に 、 そ れ ぞ れ の ア ノ ー ド 電 極 ８ に 対 向 す る 燃 料 ガ ス 通 路 １ ０ を 通 過
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す る よ う に 流 れ る 。 ま た 、 酸 化 剤 ガ ス １ ８ も 同 様 に 、 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ か ら ３ Ｅ に 、 そ れ
ぞ れ の カ ソ ー ド 電 極 ９ に 対 向 す る 酸 化 剤 ガ ス 通 路 １ １ を 通 過 す る よ う に 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 各 燃 料 電 池 セ ル ２ の ア ノ ー ド 電 極 ８ 側 に 燃 料 ガ ス を 、 カ ソ ー ド 電 極 ９ 側 に
酸 化 剤 ガ ス を 供 給 さ せ る こ と で 、 燃 料 電 池 セ ル ２ に 発 電 さ せ る 。 す な わ ち 、 ア ノ ー ド 電 極
８ の 電 極 反 応 面 に 燃 料 ガ ス を 供 給 す る と 、 こ こ で 水 素 が イ オ ン 化 さ れ 、 電 解 質 膜 ７ を 介 し
て カ ソ ー ド 電 極 ９ に 移 動 す る 。 こ の 間 に 生 じ た 電 子 は タ ー ミ ナ ル １ ４ Ａ ， １ ４ Ｂ を 介 し て
外 部 回 路 に 取 り 出 さ れ 、 直 流 の 電 気 エ ネ ル ギ と し て 利 用 さ れ る 。
　 こ こ で 、 前 記 第 １ の セ パ レ ー タ ４ の そ れ ぞ れ の 反 応 ガ ス 通 路 １ ０ 、 １ １ に は 互 い に 異 な
る 反 応 ガ ス （ 燃 料 ガ ス 、 酸 化 剤 ガ ス ） が 流 通 し 、 第 １ の セ パ レ ー タ ４ が 、 互 い に 隣 合 う 燃
料 電 池 セ ル ２ ， ２ の 共 通 の 構 成 要 素 と な る の で 、 隣 合 う 燃 料 電 池 セ ル ２ ， ２ を 直 列 接 続 す
る こ と が で き 、 出 力 電 圧 や 出 力 電 圧 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 各 ユ ニ ッ ト １ ２ の 第 １ の セ パ レ ー タ ４ ， ４ 同 士 と 第 ２
の セ パ レ ー タ ５ 同 士 を 対 向 さ せ 、 第 １ の セ パ レ ー タ ４ ， ４ 間 に は 絶 縁 板 ６ を 介 装 す る と と
も に 、 第 ２ の セ パ レ ー タ ５ 間 に は タ ー ミ ナ ル １ ４ を 介 装 し て 、 積 層 配 置 し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 各 ユ ニ ッ ト １ ２ の 短 絡 を 絶 縁 板 ６ に よ り 防 止 で き る と と も に 、 第 ２ の セ パ
レ ー タ ５ ， ５ 同 士 を タ ー ミ ナ ル １ ４ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 す る こ と で 、 各 ユ ニ ッ ト １ ２ で
得 ら れ る 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 積 層 数 分 だ け 倍 加 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 各 ユ ニ ッ ト
１ ２ 同 士 や 外 部 開 路 と の 電 気 的 な 接 続 を タ ー ミ ナ ル １ ４ を 介 し て 行 う こ と で 、 を 配 置 位 置
に 関 係 な く 同 一 形 状 に 作 製 す る こ と が で き る の で 、 搭 載 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
　 ま た 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 各 ユ ニ ッ ト １ ２ を 導 電 性 ケ ー シ ン グ １ ３ に て 囲 繞 す る こ と
に よ り 、 各 ユ ニ ッ ト １ ２ の 剛 性 を 確 保 し て 、 保 護 を 高 め る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 取 扱
い 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 １ を 示 す 斜 視 図 、 図 ６ は 従 来 の 燃 料 電 池 セ ル を 積 層
し て な る 燃 料 電 池 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に 示 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け
る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 １ は 、 積 層 さ れ た 複 数 の ユ ニ ッ ト １ ２ … … １ ２ の 積 層 寸 法 （ Ｌ １ ）
を 従 来 の 燃 料 電 池 の 高 さ 寸 法 （ Ｌ ２ ） に 比 べ て 十 分 低 く 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 複
数 の 燃 料 電 池 セ ル ２ 、 ２ を 積 層 し た 場 合 と 同 様 な 高 い 出 力 電 圧 や 出 力 電 力 を 得 る こ と が で
き る 。
　 従 っ て 、 車 高 に 制 限 の あ る 車 両 等 に 搭 載 す る 場 合 、 特 に 運 転 席 の 床 下 に 搭 載 す る 場 合 に
も 、 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 図 １ の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 の 変 形 例 に お け る 反 応 ガ ス の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る
。 同 図 に は 、 各 燃 料 電 池 セ ル ２ 毎 に 反 応 ガ ス を 個 別 に 流 通 さ せ る 一 例 を 示 し て い る 。 例 え
ば 、 セ パ レ ー タ ５ Ｂ と セ パ レ ー タ ４ Ａ と を 備 え る 燃 料 電 池 セ ル ２ を 流 通 す る 燃 料 ガ ス １ ７
は 、 セ パ レ ー タ ５ Ｂ の 連 通 孔 ２ ４ ｄ か ら 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ の 連 通 孔 ２ １ ｄ 、 セ パ レ ー タ ４
Ａ の 連 通 孔 ２ ２ ａ を 介 し て 、 膜 電 極 構 造 体 ３ Ａ の ア ノ ー ド 電 極 ８ に 対 向 す る 燃 料 ガ ス 通 路
１ ０ に 供 給 さ れ 、 セ パ レ ー タ ４ Ａ の 連 通 孔 ２ ２ ａ か ら 連 通 孔 ２ ２ ｆ に 向 か っ て 流 れ 、 他 の
燃 料 電 池 セ ル ２ に 流 通 す る こ と な く 外 部 に 排 出 さ れ る 。 こ の 燃 料 電 池 セ ル の 酸 化 剤 ガ ス の
流 路 や 、 他 の 燃 料 電 池 セ ル ２ を 流 れ る 燃 料 ガ ス や 酸 化 剤 ガ ス の 流 路 も 同 様 に 構 成 さ れ て い
る 。
　 こ の よ う に 、 各 燃 料 電 池 セ ル ２ 毎 に 反 応 ガ ス を 個 別 に 流 通 さ せ る 構 成 と す る と 、 各 燃 料
電 池 セ ル ２ 毎 に 反 応 ガ ス の 流 量 を 調 節 す る こ と が で き る た め 、 各 燃 料 電 池 セ ル ２ の 電 極 反
応 面 （ ア ノ ー ド 電 極 ８ 、 カ ソ ー ド 電 極 ９ ） に 十 分 な 反 応 ガ ス を 供 給 す る こ と が で き 、 ス ト
イ キ の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 の 実 施 の 形 態 の 内 容 の み に は 限 ら れ な い こ と は も ち ろ ん で あ り 、
例 え ば タ ー ミ ナ ル １ ４ や 導 電 性 ケ ー シ ン グ １ ３ を 設 け な く て も よ い 。 ま た 、 実 施 の 形 態 に
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お い て は 、 各 燃 料 電 池 セ ル を 一 列 に 配 列 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 複 数
列 に 配 列 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 の 変 形 例 を 示 す 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 に お け る 反 応 ガ ス の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 燃 料 電 池 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ の 平 面 積 層 型 燃 料 電 池 の 変 形 例 に お け る 反 応 ガ ス の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 平 面 積 層 型 燃 料 電 池
２ 　 燃 料 電 池 セ ル
３ 　 膜 電 極 構 造 体
４ 　 第 １ の セ パ レ ー タ
５ 　 第 ２ の セ パ レ ー タ
６ 　 絶 縁 板
７ 　 固 体 高 分 子 電 解 質 膜
８ 　 ア ノ ー ド 電 極
９ 　 カ ソ ー ド 電 極
１ ０ 　 燃 料 ガ ス 通 路
１ １ 　 酸 化 剤 ガ ス 通 路
１ ２ 　 ユ ニ ッ ト
１ ４ 　 タ ー ミ ナ ル プ レ ー ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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